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　子牛の呼吸器疾患に関する取り組みを知るために全国アンケート調査を実施した。アンケートには臨
床に関わる獣医師 357 名にご回答いただいた。アンケートの内容は、子牛の呼吸器疾患の診断、治療
および予防についてとした。その結果、病態把握のために主に基準としているものについては、肺音と
いう回答が最も多く、次いで体温、呼吸数であった。呼吸器疾患の診断のために主に行う臨床検査につ
いては、特に検査しないが最も多く、次いで、血液一般検査、血液生化学検査であった。感染性呼吸器
疾患の起因病原体を推測（把握）する上で、実際に重視しているものについては、臨床症状が最も多
く、次いで、過去の疾病発生状況であった。治療については、第 1 選択薬で哺乳期、子牛育成期ともに
ペニシリン系という回答が最も多く、次いでフェニコールであった。第 2 選択薬は哺乳期、子牛育成期
ともに 75％以上がニューキノロン系であった。また、薬剤の継続使用期間は、哺乳期、子牛育成期な
らびに第 1、第 2 選択薬ともに 70％以上が 3 日で最も多かった。薬剤選択に症例発生農場における過去
の薬剤感受性情報を利用しているかについては、ほとんど利用していないが最も多く、次いで少しして
いるであった。呼吸器病発症予防のために抗菌剤については、ほとんど利用していないが最も多く、次
いで、少ししているであった。呼吸器病症状が重度の場合の抗菌剤以外の併用する薬剤については、非
ステロイド系抗炎症剤が最も多く、次いで輸液剤、ステロイド系抗炎症剤の順であった。治癒と診断を
行う上で注目する臨床所見については、体温が最も多く、次いで肺音、食欲であった。治癒と診断した
後も抗菌薬を投与については、投与しないが最も多く、次いで 1 ～ 3 日間投与するであった。呼吸器疾
患の予後判定のための主に基準としているものについては、肺音が最も多く、次いで外見的症状（活力
など）、食欲、体温であった。子牛の呼吸器疾患の多い農家と少ない農家での違いについては、換気状
況、飼養密度（1 頭あたりの飼養スペース）、子牛の栄養状態、牛床の状態、牛舎内の温度の順であった。
呼吸器疾患を管理指導（予防）する上で、重要だと思うことについては、換気状況、飼養密度（1 頭あ
たりの飼養スペース）、子牛の栄養状態、牛床の状態、牛舎内の温度の順であった。本アンケート調査
は、家畜感染症学会の平成 28 年度事業計画に則って行われたが、アンケート結果を臨床獣医師の方々、
生産者の方々などに活用していただければ幸いである。なお、本アンケートについての詳細については、
本誌 6 巻 3 号（2017）に掲載している。
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